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款 者 存

ここに訣した.報告は、米国のSm少imas試唳她で、 

意咬な!1I密弛帶の正曜な孫水定洞量衣求めろための観測, 

調會万米出っし、ず.密宛した綺篡玄取))ま幺めたものであ乳

現丑召国において誠、出歩地帶の正確な棠水地谒量之ビ 

うしマ求める公x云うこピ万间願’になっている。訳の拙之 

舟不正殖玄欠くおセ/なしとしないが、、ル、して' も参考に苕 

從ば幸社思し、、訣した次ヤである。

写衆あ' よグ図には省磐したもの於若千あるぶ、図う岳吋 

はめこでは蜻し番号玄附・した。

卷即き妥けた気象命宠室淳木技容に瓯期の敝玄表する。’

防災部気象葡宠屋

岡 上 正 六
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PL.1 左は、アメリカ気象局標準型8吋口径雨畑計を斜面に直角 

に傾斜させたもの。右は、受水面を斜に切ったFergusson 
の自記雨:計。

PL. 2 Bel!流域 No. 2



PL. 3 Bel!流域No. 2：二おかれた斜立及び直立の対の雨M計。



PL.4 右は、降雨の水平成分を測るVectopluviometer 左はシール 

ドをつけた口径8吋の雨吊:計で降雨の鉛直成分を測る。



怠跋彼山角地帶はむける雨量調査っ

イー / エ)し,.)'ミ)しkン蕃 

山莢局カ,IJフス)1••ニャな野誠兼賜”

純 論

地表画におtた氷の密.すをわち雨量の霰測は•気標粤|2おいて 

は・晝胃な茄分を白めている.兩虽飼測は、ゼめ地方の気候鳖之定 

めるにI寸琴な密说的な知雌な与えーてくれる。セして兩警谖溥套四は 

震業・郡击の堯展、水力崖気の周発、我は洪水等に对丁るせ々若1T 

の土地睛理12 之って不可狭のこので・グる。险用は河の流狀の様な直 

蔵こ徂玄測定する2とザ浅采なし、 ので、派斑内の色々の埸所で、擦 

本Sa汉pie 去ビつズ推辑しなけ沮ば、ならなI、。満足な援定玄な千 

にぽ、個々の•Sa初pie は虫釆る限り正谨ズあり、 セ粗が"志席され 

る地域玄よく代表するZので方:庁义ぽ、ならなし、。普通比較8?平いな 

人家のある地区下の雨量槻.測及術はは.大した困麓はないか、但彩 

地方・ 出おける希蓬玄正確に決定するこXには务くの困姿ぷあろ。

水刀供給の回題、漁沢の龍節、洪水調曲畀は舷要な茎谴渡料玄う 

るため12は、イ帝地方るも使えろよう「2、族本塚取の液術及び測濬 

の便用玄玄斐えろこX拼吐要そめる.この報告12おし、 てな、いかで 

Iでビ沮芳けの雨疔山宙地方の流域ヽ z帰つ・力、 の詳細なる初龙篇累 

< 兩量馥測方歩の议善12阕する锄皆玄述べている。

冏段坂

/ア弟算カI)ブナルニャ探抓、及び地域弑僉虜はC hagr&!の 

士え尤淀恢皆摩の理藤以奧痛玄向上させるなめに、南カリフズ ルニ 

ヤ12おいて、 水文学當を訂尤五隔・始!.杉(/つ3うそしてこの邑段の 

ためにぞ珍 Pdlt^Ti及次一Sr.刀ーか〃以s_演さ整含せカリノノ,いて

/). /,耳歩冃曖理.
N) ブ引力墓務有山林寂にて縛持た水、-71>)7^ルつメ大學の例カを受け?.I'ろ.
3) 拓:Oil内の妙、字は港末のズ序大、将号をポ丁“

(/ )



Hl (j-16 71 dor市・の化束放聘のA伝s田立・公回内Sd?L 6-a.br；e| 
心に試験地を設戌た.二の談験地に起伏の位凌に多じ、 山推で而っ 

<.力UブナIレ式ヤ!］J FKの撮も命測に万り・ミ371 Pi7iia.s試駿地 

と名付けら机た〃ここは:谷が、V型にiTすら淞ており•ナイフの 

様な嶺で、や担うの個々の傾斜は3クへ/ユづ為にわたつている。 

款験地の平均傾斜は.るク％と堆足さす］ている.,・液に、この誠 

験地流域の傾斜ば、シェラネヴ、アダ、ロ、、/キー及び、政Wのプルプ 

スの竣し乏x同じ・泣である。試兼計画ぽは、川地眾诙の雨雀玄正 

潅に未定するユめが、裝架ーれていた。

この測定を効衆あらしめるに、 今逝ヒ在い强力な阪聖澳測網が、 

訂画之股、ロ圣序时のア乂 !)る気象局垫の兩墨計ヨ/ぎゲカヾ/之ク巧 

エーカーの面貓にばらま万昶・た。Oクエーカーに/ケの室度下あ 

る。雨堡計はユ/ノク/ 3/クク,々/〃 っな次'、 个/ク"氏の稿艺<、導蒿 

糠)二洞い、半哩毎にあ、 拧れな。又この外、利用公芝る遗珞はすべ 

で利用して兩雀計をおいた。兩置計玄::のよう)［昵置したのは、 

非常に急跋の地であり、又灌木疔、密に生えていろ/ころなので、 

康も篆際に則した方玄V寿丸ら担充。個々の雨量計はデメリカ気 

象局の社/様耆にXクで翁彳直に設蓬した.この方法«は雨璽計え風 

除け玄する・奪舟感じら昶た。灌木・捆疸等之用ひるこXが、すす 

められあ。しかし垣や柵券拼この山おく 12は、ながつだの父、陝 

の影響玄防ぐためせChaparra!のはけ、 た/ころに密矍計玄あ、 く 

2 X疥、希望さ祖た。

観測資將は、雨墨視測網から集められた。屹して名渓の雨量於、 

正しく流槻內の岡墨を、月えるは統計的に充分なものであるか、 

Z、うかをみるための観測玄2耳やつ右後に費潛の解析玄おごなつ 

だ。然し区ら解析の結果によると観測そのもの於正確下あるどい 

う保施はえら落なかった。兩量ぶ'非愕12まちまちであるこめが、注 

目艺れた坊ヾ、こ担,らは她形匕よろ爰て訪るビ夏撇さ双だ。あるz 
のはその差拼非常に極溜であったのぐ、 このよりな怠峻な地带の 

曲の降り方をもつXよく調べること舟、度輝冬あらと感と、ら双た"

C)

此の间題松ついての區云の街鬼

/つの流版內の卷、兩量な決めろこ日2つし、 ては布国で赫あ疔、 行 

われた。此の同趣INっし1その度既角師児は、/夕/ダ耳Horton 

(必ノ,/ダ沦'拜％れ。耶(い,./(E耳VV/«cFtt (弘)筹iこ 

よって線会報吿さMている。一服に庶景汗に爾が、入るX苦の於の 

影缀玄蜜視しでひる。雨最計舟k浜之輝促すろなついでの'風の见果 

は、早くも/子々/耳にT/Mmaヾ Stevens'<7 n (/nJ)仁よって記 

錄さ担でいる。

/»//耳Teレ。7iS く/Q は地上より成宿を高く橫いた南堂苗中 

の国一蜃が、地面12話いた雨蠻計の雨崖エリケいことを発兄した。 

缈はこの・下浸M新愛訪咐蓝の気流の擾乱忆Xって起るものX祐諭 

し、この現象は丁"。九$効果と浮ば、担た。この対策Zしで丁奴。溢 

は大芝東雨量計玄地面NおしIで測ら二Yを展衆しな。

Nipher (も)は/けケ分耳に雨蜜計の > -ルR、を考案弑索奥験 

iて函瑩靦測は車篓な演献之した。

/少/ぐ耳ー /驼2坪の帝!伫萸国の食。却erh&mで・実兼が、行わ双 

なが、、こ也目冊上いろいろの高切にわいた雨・崖計lc入った璽x風 

曬・の离保玄細べた之のぐ、英国ではこ肮が、基となって南屋針誤 

置の庙釘が、決めら肮在。麻堕計広、上のロ於水平但なるようわ地 

X/氏の高さとし兩里計玄中2匕して直徑ぐ吠のビころ也、円い 

K生の坦を作ノ尤(々)。こ2比は起伏のない地方では、極めです 

ぐれた設窟方法で初るが、、 南ガルワ万ルニ当の如く、ス手の入ら 

ぬ爾の次・し、 出で、 は明わ、に不題当てあろ•

/ダ3 3耳Xos効河e&・T</£)は鼠れ玄陣<、在めに雨復計去た 

て穴の中にい+7、まわりに蜂策米の細破状板金(celluler She* 

7/i-eta/ )をおいた。この迎置は、.風の殛い山で、風の彩餐をうまく 

除いたが、、然しKoschonied erは、婆、 木の葉・勒物零の妨写寸 

るお/ Mが、あ刍として、これ玄実際に広めるこビはしなかつ左。 

戶1聊/itz c& (N/丿 は二ユーノヽ)フ。シャイマのマウント•ワシント

ンで術宛なしていた人で•訪なが、彼は兩堂計出、Niptie-r馳のン

(W



ールやの使用を王歿した。そして史に若し雨殖計張オシールドを 

金・而に查角1%おくならば、2つXよし、値拼铮ら淞ろであろうと主 

規した。この2つの報告は共に、脆 E心 の観測法が米来上 

るまで公に度利用されな炉つ择。

改善のための現代.の御皆

Sai夕i77U8の河碧観剥側芽落動い始訪て疥ら间あなく、那囲 

の水艾疫•瓠で•あるRobert卩60( /,ス之)芬佈領アルフ。ズ下行っ 

左杉量観測報咨は注慈を久いな。卩吋sは•盲い也應地帯ヒおけ 

る継而量之求めるm专・月並に郎直口おいた爾量針の貝•充る氷駅 

は流琰の水平面蘇玄来歩/冬のW■•は諜,リで・ あることを奧’際せ国ヒし 

た〇衆戚雨のと多は职に爾は/つの-lectorと考えてよい。岐し 

<眞の兩蛍は.・の暁測疾は方、ける’ストー厶のケec比rあわカ、沢・ 

ばその方向、大芝Wよ、ヨ升算耕束めう即る'匕云っな。注地又は地 

彩の比較的東めらふづ頫斜のI少るいめご.うなうは、、響齒に鉗直1-2 
立Wた瀉璽計で、充分正礎在荷ぶ、案めら術ろ。然い急竣な山では、 

着画に立てた雨道計千は、鬓ゆ降水墮々・め刍こXは・ズ、き若レ、" 

山<自普涯ストー厶は殛い風を伴うので、観測値ほはモ灰による 

潔差が入っでくる。この山の疑い風は折之我宣から少'し傾斜した 

鱼顔で斜田伫な点芝つける。府には水平にmく左たぎつけるこX 

,あ5

"Persはアルフ。スで、覘測した雨量の菟しし、虞し、を采し、同様な 

地方え歩ける水文営者に対し、嗣壁鯉測値の正徒芝米研宠するよ 

う吃すすめている。

布宏

p.gが風の悉し、山贵地方はおける戸量観測は、単に雨童計を 

設置す名なけク)町題ズは有:いや云うこXを奏測と片らもス、炊学 

なから之永して你来、sa.?iがgs試験地の睛免障な、雨の降 

\)万と觀測万法はつレinの荷宏計画玄たくた。そして/z遊の誠験 

菸立案艺形充。"/つは戚向阅匮のような物理的麥秦ド府の庸 

庞に涉のようIV影響する冷をしらべるごめ、他の/つは、 雨・建計

(4)

のあ、き歩たセひろいろかえた匕ぎ、臾廉治地超ぶ、妥ける海墨X Z' 

の泣適う妗セ比敦す3ごめスあつE均〇

研宠は先づ、衆初に戶輦I况“ S )の主誤したよジに斜面に亘

角12酒量司一之おいたとぜの兹累セしらべろことに向けら水Iだ。モ 

の設短方法は、忍斜面に斜に悟ろ网の観測玄行うため/- Pers 

すすめたS tee羿營 全简単化した?のである“ /^erS (N3) 

は函屋訐の燮水口玄測定せんビす・る流暁のやカ制分IN似せるよう 

|2望ん・だ、。吾々は落環計を弟面の順斜IN徙ってがEあげ扬リ、方 

向セ合せたりするごnが同じ効果玄生むzの賛あり、ス地形な危 

とて而・墮計あ宋る手敬を脣く去のZ論断した。自記雨量:計は、娯 

斜させるご工疥、ぐー卷し、、飴直にしてお方、 頫ば東らないので、 段 

水口を斜画］［平行に切っな(尹N /參期)この型の夏水口は後!£ 

H&ves (/3)の便用す名Xころめなった。

雨蜃計之说直inおいたX芝、ビの位の誤差が、入ってくw炉、X 

斜面］で並行に休っお爱水口ではし、 歩、に環の眸水皇が、丸らMるあ、 な 

W /ノ nは示し、又次に理論的睨奠よUの論叢を泳ガこめにす 

る。

の 測騒の改舊並み、、 に針錄の滨収を行つ左：E砂^ ・反なM羽盈をと なび、
<L(yiAAjM . A. A加危ル7 の 岡氏诗别 な 俗 眷が、 与・スら4I勺 妙芥 らう。

3)
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洒ド鉗選におちてく刍匕を)こは厚ラめ之臭の虜量を与えてく双 

る。•g 平方吋の円い段水口玄有し、カ、つ鉗直においた函墨計の 

甲】ごノ吋の澡怛の泻水ぶ、入るX、ナク吋3の溶髪»ヾ、湖定さ沮,る。 

満憂計の夏永口は爾蚩計の立ってい冬斜’面の水平教影匕零しい3 
碎水量は地面の氷平段影、地困面稠上にだまる那艺て、 計解芝心る 

から、雨復計中の/时の水聚は.处面なああた降?Rの臭の渣.で:お 

る。斜にgか担た取蚩計の浅入口は•こ担を水平に渋影するN桁 

・甬になる。この旖円は斜面後に傾浒匡のC0S；reを凍じ、在ものズ 

あろ。斜面殺〇9时Nの我痢面後は図に示す泣く、ク•7を茱じ、な 

ダ时N/なる。傾斜した溶墮計な、ダ世ろの函水を廣ける。こM 

は孑の放彫面腐1え対してぽ/河の水深に相当する.

斜面に鉗直に釋っな密は、鉗亙匕た・てた两童計で、 すぐ、 は舟オIを 

が・爵面に直函に頒げ«たてな雨星計@はこの斜窗頫玄本平に扱 

剿して補正しなび蛆ぼ、ならない"

方Nめ易・合」nは、鉛直労、ら心の競農で、南与、 斜面］セ隣った" 場る 

て' ある。斛にした淆宣計い/时の爾厨貯あったX榜スよう〃雨鬼 

計は料面に彼角である.面競の財スの全円ぶ、 臓甬にも庁ら｝nる" 

斜面商が©时3の雨をつかまえる.爾璽訐の斜面靖玄我影面席に 

なお寸め-漸の藏リ3ヾ旷になモ”従つで切吋ユの斜面頂のうけだ 

多のは、ス・吋の雨腹に相当する。.こ讯は地面に到宣する獎の両 

屢・に当る。lカ、レ、鉗直の兩里計では薦河形なしち有効爱氷面:bヾ 

斜の前にWら之担ろ,褪って辫めK3おびだ时碧計ざ、幽时•3 . /以 

时の雨臺玄測ノ同じ国のX芝、 飴匱の爾曇計の中には夷时ヨの南 

水が・ おまるaこの量は海達計の水坪"岌影画讀衣时Nヒ每お•すビ、 

羽吋の雨墨匕なる〇

從って、仙直はおいた兩崔訂は地面に到遂する密の戾の蠻之添 

乏なが。更に凌の誤差は、坂の岡屋の糸疫に呂達するので、著ると 

い°

万みrcM e く" は、こ加・米数理的に添しな。如らズ(■•ー厶(本 

瀚文では戻芝隣りの兩ので匕である)ザ、斜画の当る、こ芝、観.測僚

(8) 

の誤差にスk ー厶の方向ビ嗣壅計の河拒Eの向の角の(fosi7ie 

函敢M涙クする。忙って、飴直M斜めに立てた/对の雨•垣計职( 

以下夫々直立房墨計、斜立南星針X亦するキ )正しく南向の斜面 

にあってスハ ー厶が臻万函のxを,二は同り、値を与力,るガ、斐に若 

しX K - ノ、の为间び南理計の向せ匕及•葡ならば臼立兩豈計は蘇立 

落芝射よ|)ずつW笋くの雨セLう丸ヨ。

このMうた.W論的疑羹工ら 尤づ、才/に著宓ヒ说直匕雨重計玄 

おくこめは不圈当マあり、タコに、雨里観測の技術/して雨堂訂 

さ傾け各こヒド/つの進步した方去Wあろ:：Xガヾあ力、る。このよ 

ク若谖恣玄傲めるためじうクの術宏諜璋与、樹也兰担た・

肉繭の特圧。最初の兩宛は、速伏の大淀い旭万て、の僕の困愛は 

域二の降雨必c"广の斐化を含め同顧を癖決するこ乂によつて决 

定し看け忆ば方：らないめいうタ如Sの理論セ・族表し、ス地方祀> 

す名ように設計セれた。降雨|/ect-or玄:关め冬ためには免趋、洛 

也及び束北の3成分や測為てX肘归孽である,釦直灰分は卷迎い 

卸面にたてた爾墨汁で间におい,他のスっは齿向牲をとった胸屋 

林で诀めることが、できる。このような既雨VecCor の成分は風の 

函薮であるふら、東に兩に阕しな風の潮宛玄浸麥とし右。ご沮は 

風速・風洵•降兩韻度•漏の方同•傾斜に及ぼす風の如果等玄含 

もうので訪った。险雨Vectoy-ポわがちと、 次い冬滅,々おる山の 

御面上の凜の降水蜃を直立爾崔計が度げた降水量から•計舞!,た。

雨蛍計の比我。オ2の師吮はオ/の砰宠め照連して次のこヒを 

決定するように計画さ>nた。

(/丿・普亶に紀直ヒお、いた编最計の浦挺瑩ビ' 地面におい左模準 

雨堡計ビの比較。

(N) 兩璽針の摘造卬六をオ会;b、丸刍ことによってせの精度セあ 

げ、 ること。

(3) 風塞・溉向と•試驗商量汗の囲の浦握ヒの阕係玄あ芝ヨ治、 

にす冬コヒc

君におカ、 担た雨愛計。オヨの耐宛におい < は、 /以エーカーの

,3 )



地烦ヒおあ、 花,在な笑よ〇なる蝮測I網で、至女に亘立我み、、 斛立の面 

兩里計をおいて彳沮らの诵龙崖を比敗しな。これは井2刀那児て 

決っお技術之野外に広兼するなめ好歩った。こ昶らのづつの加宛 

は・各々分|アて報皆(//・お,ス9.)さ・弗・たのミ、以下W Mらの 

綜合段!係吃示すこめにする〇

隆瀚の聲胜に贸する術宠

险雨の特胜に歯する命资さは、風X前の险リ方の阕係を琅扱っ 

た(〃ノ。このため降爾煮廣•風向変な風这の同時記兼W行った。 

降海のVector成令は術向性の函量計冬、測定した。S'a.wク飾as 

式の赛械はperSによって書カ、灰たもの・匕康本浒に叟っている於 

局小イ耽&於えら担る。彳れは上向の妥水口ヒ,頹勲の發术日舟、 

ついていて、頒»、、、 矢羽旅で阖の向乏に句くよケに、<、各く'、る迴る 

よク匕してある。度水trに入つW雨アトま、各々還つ左タンフた潘 

められる。水平方向のは以方在別のタンタに溜めら昶る。

路购の傾斜角2は次の太ひら計算芝胞る。

て・九 L =々彳

アは爱水汀が蔬直演にあろあのから入った兩餐、Hは受水□・が、7}< 

平面にある之のカ、 ら入っな兩童である。ストー厶の平均傾斜角は、 

鉗直並か''に水平の受永口うら入ったののを別I々に合計して決めた。

観測器械は.玄度に対しよく芝うだ水註い丘(雨量計のれ) 

gm斜q e Hill "に設覺註れた.

降兩の傾斜角及び平治方向はVec切p%［。SeMで得た資滸が 

ら計算した。こ诅らの街凌・为向さら、以下の定詫によって各ス 

トー厶に对すヨ眸氏Vector^・芝めるでxが、n■'浅た。若し降雨が、ズ 

トー厶中同ド角凌ズ、、«・して同じ方向から降ってく対ば、ストー 

厶は商粒の經路に並行て、、前と平行な聃の雨崖計冬は舟ら莉た爾 

墮切零しい岌ぎの線冬添す:!ビが、で、芝る.めのよつな直貌は、 

Vector であラて、ストー厶の方向及び大芝艺役ぱつ芝リ禾すこ 

Xがy ぎる。释雨’き服" の実際的宏弟去は、ク測定値の補正〃

(/,)

で紐介しよう。こ［千の限雨 その主な用垛はスk ー厶安分 

噸することで、あ名。ク・の術鬼期潮に wのストー厶妙、 あり、

ュぐ/时の厢运万、 あった。こ・しらのストー厶のうち雨蜀が、 %吋坎上 

あつ左のはん回で、・双らの記録は易全)NX枳.ている。、讽らわ 

加代 を解析しだ鞭果、南カ!Zプオルニャのストー厶は、氣の障 

■? < <る方向マ南ふ比)uわけらTKる。¥してこ:般らのストームの 

漣壊別に風遂•降兩の癲・料負点,况隣沮演羨W調式次のようを題束

降南は通格勤直・りカ、なり傾斜L ズいろ。この解析の徳黒から混 

史云沮た雨の傷慶は、ストームの甲切風速之胴离ぶあらしいうm 

Xが、 わがク右。 、

が、 えう術左。
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ヽ の滇游解机の待果 、此よリ のスト ー厶 は普通雨量部リなく «

弱く 、街凜源)】、 艺いこ め、他方商よけ C X 卜 ー厶はこ羽,に友し 爾

堡多 く、此より のス・卜 ー厶より 激しく 、エ つ 風蘇が、大づあり、 夂

(//)



STORM AVERAGE WlHp SPEED (M. p. H；

遠立雨瓊計X斜立添星計の理餘的諭議で斜面に鉗直に眸った府の 

Z芝は、ユつの爾妾肝で同一璽玄測定しりるこN玄禾した。づべ、 

ての方向公ら同じ順斜角千同じように直立浜量訐に入った雨ば・ 

衢直に降つ右淡Z全く同八の値玄・与えるuしかレこの初売で,は、 

双为の兩理計拼、 正確であ刍という左めに世尊な條件が、この試磯地 

匕は存在しなレ、こビを凋にしお。即ち始ビ大郁みの辟浜は斜めに 

降ったのである。ス大都点ド爾がらの饮芝隆り冬あった。急な頌 

篇・地は鬲面であった妙ら,就除地の爾璽觀測厦に・差のあ刍こy 

脂わカ、つた。誤淺の大笑w並次によい観测値七ラ刍方歩は兩璽計 

の咒段新切でわかった。

海憂計の比軟祈宛

ョケの円形コンクリートの大理前量計を"販墨計の注〃に作っ 

な。ご浪らの大型兩樱訐は、本術蜴で、摸渾工して作ら讥たもので、 

源、 東、北西時むレ、 ており、犬芝Wは直径/Qー.面禱は您で旅ズ

Fを・ズトー厶の軍用涎堂ピ爾の射第會の点旋

E) 

である、,こ双・らの頒斜は3〜初丁ぜ地商K：平行にレ直炭询.面ヒお 

4、质た。谷大理阕笹計bzけ・入つ左痢水冷、流)なじなり、はわ丸、え 

リド入らめように、逐風に金添.股の桦之なりめぐ、らした。大型・ 

屋計のすぐ姓く吃はタケの函ー墮計セおし、 た。Nケは分吋の腰準豪 

岡垣計で卸直12立・て、域のうち/ケは口玄地上々ク吋、他の/つは 

日ふ''、 地面乂同び高w |でなるようにち、いた.

スろケの口径さ时療萍型の兩是計を斜面之直角に地上初时、/ 

以、タ时｝cおいた•〇弛のヨつの添恒針のうち？つは標準高にむ口、 

右Eのであり、し歩も買水口左ゑ•1U切ってあろので受水垣は地画 

X平行マあ冬。この済・重計は?evsの型の茨形て、、 StJ-rec> *&%e 

Z祢した。(め け、酉福n彩平方时の谷型晾童社(比。呼れ 

t炉 汚 e )で地あに平行)cお、いだ.<c)は口径々时の南墨 

計杏、地上稱水ク时、斜面に平符におひえ。

普直の気象部型の街蚩計好、聚お実用的マあるこ匕が、景初の執告 

で、切；)、クたの公、本論匕おびては、膘準の大型甬堂湃工地上匆时 

にロ・密、< あより斜にたてビ棵準理の兩塹讨Xの比戰玄諦びょう。 

變|2北画斜面に魁12つけらか右あのによる饅測直は、防正の莅物 

の妨皆で借頼できぬ匕判斷杉れWので、甬画N東風に斜めにお、が

れだ もののみ1=っし、て赫»、よう〇

•—S *—* の新就の修論は南斜面でグ以ケのストー厶£、東・向•斜面て、'Z/ケ

のス トー厶について綜招じたあのであ名。

降本爱捕腕童(吋ノ

南向斜面 北血斜面

大 型密径就 /心、3时 /型/、0时

直 立麻崔訐 /3 5> 3 /財二

斜 立爾星計 /心," /ス久?

ュれらの錯果にょ刍y南斛面の頁立爾選計は爆準の大型両窪h 
«入る嗅の雨の黄玄糸芝なかった”観測使は平均幻る、タ吋少・を 

むつ,な。同時に斜立海星計ズは、原吋余計•につ虻ま丸治。楠し-く 

ごのオ拼楝準ビ/%の誤差範囲内ヤよく…玫とな。東斜面・妙は!]■■' 

〇3)



しし分差ぶ、な・万、匕；。即ち、貢・立漸奎訓-は/»时•/すあ 翁・立雨 

量計では々河、々另位の建もわった。この発'宏は里要な意義’をも 

っでち、’だ!0即ち、眸炳の大都分は鬲点りの阪芝降りであるこビセ 

添していろ,模準业の洒童計玄地面ほく、或は地面X同じ高芝は 

石くこZにょり馮慶を高めえたが、せバはは忻会塚ったりゝは初 

塚玄防ぐ、スクリーンも)也、要で、あつ J 史に穴に入炊だ爾・計は唇 

の觀測)cはKosch腿edeT 〇 の指彦しな筠I丿不適当・で、あっお。 

夂動物の妨專互浸けたリ、 風や雍ばW祖マWた木の葉ッ•他のと 

刀でつまるあ、人沮ちあつ杉。

南斜面の直立河臺計痊、 正しい宙蜜主家めるに不通当であるめい 

ウユXは、戸慘し)W勺示WMている。屈様にN嫁ぐは斜立肩璽計
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CONTROL SURFACE CATCH, SOUTH ASPECT (.INCHES)

F峭々、直立肩重計によろ爾崔工、凌水面・地寇面X同 
ー漏w vお、 し、 在確準兩異针によろ而蛍乂の阕係 

<ノの

CONTROL SURf=ACE CA「CH, SOUTH ASPECT ( INCHES)
万巧タ 斜面に直角)cお、 レ、 左雨量にXる而童エ ,度水面玄 

地面め同一傍兰に拧し、だ探準兩ー蠻計による南量・叱 
の离後 ^

の雨・蛍ぎ、標準の雨損yM く —致していろこXを示している。最))' 

白乘法による回帰直線ば、直立南蠻計”ついでは

丫=あ"ヨN十つ,ア"つX------ (N)

斜立雨童計12つし、てば

丫 = ー 〇,〇/留ヤ康ユクX---------- (3)

Zなつな。

回帰徐数は、直立兩墨計りタ・’斜立兩暈針/Q スアで、 こ沮らは 

Store/たみ'' Ha.7nilton<ス切 のう左〇,タ«〇及ス、 /’クス£へ/ X異っ 

ぜし、ろ。(の,(R 克衣得るにな,ヨケ算以上の資辫を用いた。

直立屑壁計の談差万、著しく潸しでいくのに対"し、斜立兩塁計の 

</s)



果ノ】ゝ負乘法

F彊g、

究中に測らガた降国の傾創闰に律すべき/のすぢる

3^ 心 $D
OP l?4/MFALL (l) (PE^R 
泠立雨橙針いよモ 
务娠

C 卩^^ J ) 〇

6〇

の

聶差び、 少くて殆ビかわらぬめし1り?めは鄒烈に適す,る。

帽及芥東斜・面でえた結果からCtr3；；w?e 心31 上の降兩の

貌満に妙萼していろ因手に阐す千 H G-あ・九(,/. /須.)の捣强城 

展認と沮点。Borton.は、"若し淸之詳つ匿舟斜街にあた丿れば. 

由の斜面に落ちN雨毫は、ー、浪)J 咪‘平汶彩面讚と同じ、 平面煮H：? 

蘇る诡墨Xリも妾<、夂雨壅計の上の縁を水平セした.爲後針に入 

る耐麗よりはるかに步'い。〃X斷茗し切。He rtonは、雨の噸翼・ 

漩賊の傾為、ストームのえ向雪を計資にい双で、訊産あ公ちぢ、リ 

を禾す完之零•せ歩した。Hの-さク〃 の疚中にちろスト〜厶の方向に 

黑する渓は、宗斜面y、の舸量司•によゐ哭词萱、・、旭画の大染:9燃 

淳中量tTyの间に茬疥・なレ、 力、・示している。西垣礙測値の談差は 

ストームの方"柯が、料海Iこ直街の/乏に大芝く,無面を履ほうっ 

/老)二は少い。ズトー厶の方向x弱使Nの角うCJS'TIG は譲差の 

主因マあり、斜面に直薩に或いとぎ大で、薦のX运”ヽN方:冬。こ 

の魅に阕する更にくあしい數学的な譲諭は,/財ユ算)C^-our ca.de, 

(のが、 してお、リ、後のめ曇調查に阕する潮兔)c大いに•役立つな。

還庄術毙中の直立x•锌立vのパ-セントの童は、躍爾捋牲の弥

戎芽表めら沮た。の 次 で
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丫 =—■¥(/・十 ウ、財 〇 L ----------〇?ノ

ドは盲立め爵立囲賛計の洲-セント要妙・之はUect。尸/907住一 

ter- で測定した南の愤斜)句妙あモ,

爾麥ケじし妙頒いていをいY苦はユ罹の賄最計间匕差,は認めら 

れな「述、 质斜河ぶ、 ノぐ以Mになる史遂万、 目立ってくる。晩南の 

復辭管は、 直撥風遂に阕冊ザ、かるので、直立屑童計の談爰は紡局 

風堡の函数ぐあ・ろ〇

眞の而虐のメタに宣する靈爰ほ•ごの出去地方で復立兩兵計玄I 

便用・すなごと)C冠因することが・'わ力、づた.科函に藍尙にたてた斜 

立前重針•による誤差はわす井に/%であった。雨谊計玄期・めな醐 

圖にかくこめ舟、怠斜池ICお、 げろ隔瓊頓測のよし、方法下あ？：？ Y 

域、かがづた。残名帝『題は郷立の添資計ざ、漸域I之也つx正禮東降求 

璽の易商な与丸負ふ否力ゝで、あつ左。

"I流爐12ぢける対・の爾一度訪)2阕する布宛

才ろの術宠(スのは/夕'?ぐ早に治めら双だ。こ应は爪芝な流域(て、、 

直立海凝計並び12料立：南垂計)2よる2つの題測循を比技すーろ:2 X 
で、あった。、の備"は。 ell谷の小流城ノ^ス面磧/"ク町步の中 

て、行わ風杉。(PL 2参馬)2、マは精霽な水艾伽毙が行方UはてしI 
る。が"流域ノ勿フの地形は、再東屋根ヒ、 斜面之とちゝ後八 

/"ぐ多の傾斜京、あり料面はS. 5E. SWが、淨远している。

22ケの兩量計を流城內ぞ、；2 寸クハ ス»* 3//ク・Mなク”伏の菖キ 

の野高線12^•って貿立してお、 レ、 た。コの疝鬼N当り、斜・面｝2遂賞 

な斜立明量計玄各在立困耋針のす«血く ”ぢいた〇 ( PLヨ垮羔)

斜立爾董計の方泣傾斜のレかだは斜画の角蔑を通立添蓬訪-頒、う 

半径花床の円內でよ" くみて行わ汎だ。耐宠は々ケ達継続し、•こゐ 

间万のスト'ムの記錄をえた。

ン杞うの資料はS'tore •/役び Wll-m 3)心おって兩力ナ艺讥« 

次の紡論わ、、 丸ら物左。

(/7)

ca.de


ノ、斜立雨筮計の滿眼蜀は、〜敵田宣立雨萱針のせ归より大マ. 

チ々ンス否期待w双ろよりは刍あ、で大石おる.

N、 ユ漣の爾量計で、スト-厶ちつかまえW数の阙療は次衣マ糸 

さ疵る。

E - /«ク"夕 X --------- (0J

〇、に丘は.22の魁立薜童計が、 浦まえ在平均效、Xは度立雨 

蚩計の雅まえ去ストー厶の数で•ある"

3. Eの族準誤差は片S%〜E尸,％ ぞあモ。

々•この標準袞釜が大之いのは、 おイらく風向を含む侶の因子 

が、前究の熠慶玄制限しなさめ切思われる。

ぐ、主風Nないズし、 ろ斜立嗣竜牡は、多璽の兩之Xウえ、友对 

向のものは少耄しつ浦まえな小った。攻しど士風ヒ直筲のち 

のは、直立両量計の次沮N大差なかつ右。

この解折"は、すべ,の陽測之ノつの回屈へ集合した邑ので、兩 

璽計のお芝方、ストー厶の方而、 隣海の頌斜12及成タ風嚏の影響 

筹セ・老搦にい物之なみ、った。

S机Ve”及がM ,'/所 は、このと芝降爾の特)〕扫セ阕する術妙之 

Z. アいな公ったのである。スユ担うの紡果な.•比敢観測)之も花用 

しな垸っだ石この2つの新宠を仓u〃流域Mユ12お、 レ、 てえられ 

た資料ど祐びつける在めけ、 若者はヌ别の折f宏玄行つ在。ごこで 

は辺ケの涸セの街墨計の紀錄マ族訐し・だ結栗/タケバ'使用で、苦る 

ご匕がめかった°褪の3ケ甲・のZケは•漏ってし、あし、他の:2ケは 

傾け方が、 关<な七、った;b、らである。

流域砲暈の見痕艳つレ'Yは、藏立役次斜立兩量計の観,測網舟ら 

汗算し右値舟、着しく異っていた。(Ub •, 7 ；

(冷)

T&bll 1

8eH流域廚"nにあ、ける算亚均辟水量

御立並け直立辑崔帥Rより観.測網から推覃したmの

継雨量ノ河以下のストーム

水 耳

坪平均雨蟹の夏養值 勇滴俺の菱

直立科崔計 

吋

斜立爾崔希

町

斜～立：一直立

时 多

/ダk 3 g 9 3■•/ ョ.夕 十 〇・ 3 十 8,3

/ノ ag へ 3ク // ョ、/ 3/ + 久N +・す.4

/,ミ7 へ /N W + 久N -4— ヨ,フ

*0扌 〜 3/ ョ、» m・ダ -4- 〇. / +• N・イ

針 //・々 /7・n + ク、? +・义・ゲ

總兩量7 吋以旦 のストー A

// £& ～ 泌 ぐ /左イ ユ/・ぐ -b キダ t- /$• £
/タ負 へ 3フ /义 3.、〇 妥ス・/ -4- す./ ■H /$• /
/夕"へ 3ぎ 8 ©けス "ユぐ 4- Z3 f" Aル/

/ダM れヨダ / //・ク /フ‘ダ 亠 ハ9 S //・夕

計 3/ / 0ん皆 ノ"いや +- / 7.フ 1～ ノ山ぐ

雨崔/吋以下のスト-ム12つひては、 大艺右ストームに汁する 

より％基がダなふった.ヌ易慈廂建の％差は、算にょり異った。 

観測期而中・の全つ/ケめストームに打し、ス種の易滑差は/死すpf. 

/$あて•あった。

綱麻曇ノ时状下のストー厶ゴ、 反の N痛の雨崔計辺园じ、平貝去 

与久たちのは、/〇・ナケは运或•り福い平均偵セ学ス左。直立y 

劉・立で、の逆の大芝かったのはユ2ケの飼よI)のストームのX冬.Mあ

(/ダノ



ラた。 <

純南理が!时・以上のストー厶は3/ケ、ただ、 ノケ庆让昏リZ、ニ沮 

は直立雨壁計の万冷、 g %簽貯った-ノ叶以上の海建のあつ資スト 

-ー厶甲殘I丿の勿ケよ平治浦楚權虾、 〃.ぐヌ•鼠立Mり大Wあつだ。耳 

その曜は厢の蔭刍時の頌せによる。こ切らの差はストー厶の版・间 

Y融うの茨花出起因している。

泌泰々のユ褲の兄濾瓶堇の隹の處は比欧複.創！2 W 2 <謎叩Mヽ、 ヵ 

ら沮た。ノつの侵い祖阕ぶ、、直立 、屛立の雨量帝N •涓の墳兰N 

の腐にえら沮た。(p L. 2 ) あビ// 流底初N込"雨笹計の丘" 

はわずか7 0里しゼ、は在於ていながづたカヽら«泊<ffの立て、はから 

次た傾斜角が、、 この流城)2快のまゝ庇、 用冬芝る妙をがの洪験セ行っ 

た。

南量計の丘INおける個斜甬ノの坪乎均佢之求め本流叛さの兄稜 

派量の耳平均達X比救すろ七、"亜リである。

水 耳 耳平均傾斜甬 見 滞差

え 残立 一直立％

/ダ3& 〜 3イ 4- /す./

"& へ 07 • ヨ・。 -4- /ぐ・ /

/ダ&7 へ g 夕/ " + ス〇.»

ノダ ～ 00 ュ・〇 4- / /.8

水辱は/" 月/目妗う翌耳の夕月ヌク日の/2日である.

2の比敏の結果、(幻亮玄憂クエリ、 復五洞崖計を演ってもつ 

/よく流城明重玄宼積る方宏が、わおつ樵南よvのスト么のと乏、m〃 流胸板2 

岛、ひて、直立薄の曬針/アケの廚の/教商發粉れで、測定Lた雨の傾斜"离・ 

の囲係は、万を7の通りで、あつで、次の加芝回帰直線庁、求めら状 

た。

丫 = ー 以./S T 〇’、区 Z 一 1&)

(S

は,渲立なび'斜立の爾量針の差で、、 とは降鬲の馈若苗ヨ

式と全く似ていろ。

こゝで丫

ある。の

この式は粗阕係数 尸二十し整で、調係・ヒ

度之永していろ。

0)决は爾曇計の丘の函瓊計忆芥するい

傾斜何を凶究Rい质奴ば、、宸立前蛍汁ば对する％補正疽ザ歩め 

ら脂る。宣立函蛍針の甲均值12ニれうの％補・正値並加え各/斜立 

雨璽計いり狼めた流拔海蓬の遥簞滙宓、 カら脂4。(Z)究忍用いY 

斜立国道計12入会繼玄FT算し、彳の突荆値土の源準誤差玄最めで 

みるめ3あで、 あ刍。このこビは大凡,％の埸合ばおひて斜立雨堡計 

_ぞ測った,値な比してチ％以內の誤差i2セ刍こ/玄麓味してーいる 

£) 7？ヵY, K,•・ な 勿!盾/為祝 〃 Cつ小oc乙sチ.*?/物スZじ;?/ 斜、骅 勿ス嫁々り皿况ウ あ
のe^SiZ 8^2/12^ ChZ^4、下/咨Ex—,S'^iZ - yZ^^ZZx^O ・

. / 夕ヨ 4 ( Ti打 3 T^bLte,-^ >

して拱非常に よい福
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この次五更IN検并してみ刍在め12、まの咅’「篥ケ使用しな"った/ク 

ケのストー厶一但し我立甬蓬計の梭測爐な前用ぐ、 きろー惱•ついで 

見積つ杉a £の〃ケのストース「2ついて、計每鱼の斜立田屋司• 12 

开すろ療準備差は々/あ守あって、ご現は売の榛準譲莲ヨ・N大体 

よく =玫する。Store[及び W： !’耻(スタ、 が丸た 歩寸ノゝM %の 

標準誤差め比べ、 あと、ストームの特胜観測核基く (g)夜ザ爵堡の 

差あ、ら辛めた(ぐ)我よりは各劣ヽにすぐ｝HているこMが、 わカ、 刍。尚

3J我乜&丿炭寸この流域のみにしか価用で、 ぎないピし、 つc ピは•、 

あ之ら力、はして切く低璧カヾあ名。この制I約は(幻」幻成工も比鼓 

的ゼまし、 就駿地內)2あ、妙％だ比救的多數の兩燈作の相互阕飾力ゝら 

求・めら以ているとうである。弛の血域Nおける傾爵面•函覆井の 

向ぜ、風號零xの阕係は本流域xの波羽xは・裏るて、あらう。

雨量瓶測値出及ぼ・す誤•控の胜貪

従.来の睛究はHa"” (/④ノタevs (nz) たび万ouycade (夕)等 

12よって井懵刀起伏の多い地万Nおける溢童觀測の澹廢はついて 

勧皆芝检右ユヒを建めた公ので、ある。こ沮らの祈宛は、吾々の始 

めの腐!蚩脫測個12おけろ弟建針の数、醒覆ド貌:計的IZはよかつ左 

が、、竝る場所て、は正しい硯測笹之りる12代致しな二匕玄示してしヽ 

る。しカ、レ伝ら同様の淅塚あ、 ら、雨璽観測方法の庾を改巻すZ方 

法が”炒つ左。蒼立浜昼計ド斐差玄むつNいジ街効は、斜立底璽 

計の抑能をあ乏らがNした。牙して起伏の务い複生の依い本她方 

ぞ、、坂F2よって起る岡の斛め蔭りは、地廚12お、ちる雨之正確12は 

封る匕芝、直立隔屋計ぞは少くて、 ること玄説明した。

添瞿針ざ、鬲玄つ济ま丸るNをの風の影響12ついマは、多くの研 

呢者ぶ、 茨<論歲した。(貝,々、ぐ./胃、以、/皆、

泛してほ•匕人ビ例外なく、府崔妙、 少くて、 冬:!匕玄雨蚩訓12よって 

起を死る気涎の乱マ帰した。Dの亂れを少くするためIZ、簽< 

の術鬼看は爾斃紡・の爱水口附贝の気海玄滑らa出すろ須う悟シー 

ルR、を考スだ。(コ,3 , N,ス・)。彫5七辺忽)は/々<z耳 

3)

Nシールド你用は、牙炊な地・面|2平行ばすろこと)2 .疚って改复き 

れろXいつ 5 スタ弩/1必角(二)は/ヲヨN耳•は雨風訐及な、 シール 

沁玄地我画仅直角12おくごめをすすめた。兩置計が'取玄浦えると 

えの風の影慫がよく認めら担で公ら、雨童計の型、万区方)2娈せ 

が、起つな。p ors (え)は/ダヨ2耳だ.風の演舌L依用とは巨もく讥 

なわったざ、風ザ'函玄傾けるこ工之観涮して立、らは、この菊果山在 

目して彼の国堕訂セ菠形し"

こ沮まて、カ、いたS財の泌s試験地るの実農て、食風»凱灰く 

いようY、いまいX差毛つけず)N行った。吾その折f宠は、直立雨 

董計が、正しい兩琶玄与えないこ杉〇この不正磴おは風.]2よって雨 

が傾斜、双刍た协であるNした。•新f宠の結巣は更IN斜立した海墨 

計痊、 7 %の誤差內で、正しい而笹を与えるドXセ宗した。

浪量測定の新宠けあし、 て他吃・レ、 方法城なし、 めいうこ、と玄たし 

かめるためN、ヾールド之した浜星計の商单な新-鬼七行った。

闰じ,0z日们0タかれ壁のシールドー お侃0庭(7)12よつN記芝.項 

たえの一之つけ、っつのご、<氐し、邊泠で七ールド' し右とのエしな 

いものVの比酸玄行つ左〇

ライシメーター区•の布f宏
雨雇計の丘カ、ら族/ノ"忽はな以たXころ企、 Ch&pa 丫 raiの生 

丸«いるところがら夷わ阻る系登・敬笹セ表めらw・め12 セをつめた.、 

タンク、ライ・ンメーダ〜セ休ラである(切〇ライシメーターのヒ 

は沪らで茴癥は：2エーカーある。クつの苞立甬蜃針玄数ヤーN每 

なぢび志ぶ、 この甲で、 ほ取璽】2若しし、 差ほな力ゝった。

海童計A/o. L- グはをの/って•お勺バ、' N岸の観測後!•?シー)しド 

之つけ彳の後夷I2N芽現測玄行づ治。L- ケの賓料Z谊くのシー 

ルKの施してなし、 L — /浜屋針の比較綺果を万好812示した。シ 

〜ルドすろ前12 L ークはL 一 /よりク痔％余計・足雨交Xっていた。 

こ刑は大した還で、 はな&つ杉“

シール・、後、Lーグの頂票補旋蜃は、、ー/Iリわず合/• 8% 

多あゝった。うのようyシー)！・ドし3もの匕Iないものとの差が、 丿叫 
いニエは、L-ヶIニシールドした効果が轡彩で少い二匕を意味していら。



OUHULATIVE GATCH, &AGE L-/, 4 YERS (INCHES)

下し牙.8 平らなよころ】2鋭国12たてられ杉兩蛍针の磯買雨璽と、 

い/づの兩壟針12シールドをつげる 前後の秋寧 

兩堕Xの阕株

雨・墮計の丘のシールドした兩量計の面宠

芝芝の術甄は依,し、 平危地で、行われだものであったため,奏立も 

斜'立の函璽計好も同じ疽を糸した。平也より乱向の多しAはずの斜 

面値あ' し、 た兩童訂玄.シ-ル卜することによ、)欄促蛍挙、 Nろ変る冷 

を決足すろため｝2才Nの布宠な兩囈計の土で行った。。mではN 

つの直立兩谊計ヮー/, ッ 一:2玄源率海崔計えご、 く巨づ、庁て設遼 

し在。2坪间の測定後、I网毫针で首七,かれ仏宵切/1型のシー)レ 

ドをつげた。セし<他の/函曇时は辨面也直角々頌けぞ敬窗した。 

測定を夷比N耳诡け栏〇

爽形双理之符つ左前後各"ユ耳の在あ 張吃勿そばの棵渾天里函
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愛計の看弱Y比軟した。卩ー /及びラー2の措算あ囈を地面!2おし】 

た大型海蛍計の頂算兩置ば対してプロットし去。(阻9一/〃 )

财9. 斜面出お、いた標準両璽計Y,沖Nの而适計

1? > -ルド玄・つけた前危の德粟雨壁Xの肉泳

CUMULATIVE catch, control catchment SURFACE (live心
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F昭 /ク斜面12於げ刍櫟準兩璽計の韻算雨瓊X, 2

の雨星計玄最初鉗奩けつレ、 で傾けた土芝の禱 

纂浜墮ビの此較 •

T - /は最初Nケ耳"夕/のslopeで同尋線；b、ら発散していっなc 

ュ殂は標準大型滴篁計より/ク,フ若ザな冷った。この兩蛍計核シー 

ルド玄つけてふら後のフ耳t2対してお、曲線は同等緇ふらはを払 

ていった。この匕芝成°,踏のSI opeで、膘準大型雨量計より/ク・グ 

%ノりなAった。

他方取量針vーNの斓與曇は、最初のユケ耳はT/」/N同様出.局 

專線心ら同じ街度ぐはな担ていった。しカ、 し兩量・計右傾けマ万、ら 

は標準次型沮重計核同じ、値の雨をっあ、めだ。斜也雨重計の蘇尊庸 

捉量・は腰準せかず’かん:2 %レ& Stつでいなa、った。この術宠でゝ雨

以)

CUMUIATIVE CATCH, CONTROL CATCHMENT SURFACE (INCHES)

當計它ジ I卜、 ルする旗区は.重遠なことではないこめけ'、わ炉つ去。 

函蚩計玄紺面12直魚？?頌けるこXか'、、非常R す く'、改お測足万法で 

ある公ら。

この弥環万ら、本読験地のような山岳地帶12おいくは用蛍観測 

17方、け、主なろ族爰は、浜璽計宏钳屋12右、 くなめNお、こNこは、 

スシールト' レ之ら傾けたあのだはめても及ば、 ぬこめが、 わ方、った。 

San ・加篮 の祈鬼は耍より用の方去双扱った。爾蠻計によろ 

効果的な降劈屋覩測ぽ別同順であり、屹の枝,術は満足すべ番たの 

ドえら祖ていない。啓は本証験地千は顼く北)ずあ、 の都令しカ、しめ 

ていないので、測崖方宏1そついてはぽXんビ彻児Lてし、 ない。

落燈痍測網の孜善

吾々の降水量寵測”誤差のあつな・、個々の観測値の誤差玄 

少くする方まを発現しお2めから吾々W次］W流城内の浜墮セより 

正しく求めるための睨測網玄工夫す名"匕にした.屈時"12観測並 

びな整理の労灯玄波ず昌ため12、厠羹セ滅ら•すめいっこXe望ま 

しひごビであつ杉。徙って少・ い铜俺针で、 しかもキの中のZケ之除 

/、他はすべ、て傾)ナ杉海墨計で観測爾玄っくつ左。觀測網は本就 

験刑玄冷む々ケの中流滅の各々12ち、 し【で、同じ、 よう右斜•面・地形 

•膚凄の作斜画はお、 い左。

就験的出ジく Xも/斜面出/ケの瞬畳計之おくべ、芝左、 ビしIラユ 

Z妙'、決めら也た°この初步的な師量計の配置を行うため12 /を。 

嵌の回陽で高度術在木す地図玄作っさ。天々各流族の各高廣帯セ 

会つ以上の地区y？分け着遅水路又は慮报はよって境した。均沮ら 

W比軟的一様な主斜面をもってしIる。若し爪区域務比敦的大きく 

Nつ以上の主斜回をもつXをは¥祖を更)2細分し・た。3うしで府 

ケの)］、 斜面1a分)ナた(ア切//)。維、数:々ケの肃瓊計キ、観測切也 

くこk・の難易、亘立雨崔芥の観測網)2より測定I,を哲混的よろ降 

雨侦血尊玄渉慮して改置し右。

(N7)



F”〃 中程度の糞水地.<、商摩驯に同しよつな備斜只亲の 

))、斜面nよ〇で布ら担た臨測網甲の斜也兩屋計の林 

布団

この牧は扳初)2沉域爾量之栄めろためI幻义、靈エ思切担お雨璽苏 

数より若しくルくないaしかしKら、この滅リは正レかった。降 

水量の着しu竇は说限ら沮た区戒内nおける地形的影缪史よる辺 

ので、 あるという：!匕は、N例妙な朴疥るめおり襟リで、あった。

W*yは 監n谷'の流域12ぢ)ナる江最の带衆xして地形史廂 

憂の斷面図セ亲した(万貝/z A) 〇彼のこの淅易ば、吾々芽国の 

斜險りが雨腐計の埔捉.)2を庁、す眇讐の術呢玄兄成する前は行わ)札 

た必の冬ある。吾々は生の観測値を(Q决也似た阙係穴i|ッよって 

禰正して辟崔折面図之恢った(日し％/二)〇 イの結衆地形］2よって 

(为)

済癒・挤泛双在度いぬごZドわ公っな.

STORM Or APRIL 7. /?35

R4INFALL
(INCHES)

’鵬儡^^S聞
一 3.士2 

ー注 S,P 

■ 7. f B-

RointtJ II p牌・ 伽淅 oriか洞 yemcaj 卯弗 data elevation

(FFEr；

・ヌ2SP
.#・り E

7 6^0

RfliOtdl futile iYOfd vertical data corrected to a tilted 彻e basis

Fi§ 々・ 正じくなび酒蛍複測磁麥、地形の冴K及ぼ、 す 

効果エして、 誤った緒論太.尊茎宏した例で 

ある。

Aは,H. C. Storeyの"雨童圮彼ぼ’す地形の 

影響"X題する報告甲12ある/耳タ冃グ 

日のストームのY.芝の"I ))\瓶城企あ、げる両 

最防面図て•ある。せに補正した鶯滸いよつで 

書き改めた断面図であ名。

直立:洒量計斤ー/は共)2阡E Can^n 〇頂笑と同 

じ高廣く當/當於>坦あり、 同じ度うな斜面玄？ち、％俚たらず 

離れていろ。双方の兩量計は風の損いX2ろ】之あり. /ダ3 <Z耳-- 

/タ容異の"耳间1-2 ' No,& ◎ mg吋勿南頰之.斤ーノは同じ期岡な

时之っかまえた。/&$犬若げJレU 〇

差は海量計のあ勺塚折の童Y笏九ら讥,でし、た。/夕"算雨量前•玄

(スタ)



斜INしてカ、ら以冗间観測玄鶴げな。この回伽さ/け/クユ吋の南玄, 

歹・一/は/ノク吋の雨をつけまえただ、、ご荆はス％ヴかった。この・ 

う］2鬲蛍計’カ鶴坂受な、外的影響£リも斥童計の垢付けが’正しく 

なしゝ こと12よろこユW添した。 •

3のような比數/、ら、 跄れ.少SQS技發地内の鬲量の/は、ラ 

乏］2毒丸ら沒てびたものよ】丿ば,はる公12わずかて・あ刍ユZ ・ド、 

あきらい］2な：っな。-吾五は添堂御ー玄・谷蕎凌脂の面翔!Z低'"で会髙

L左〇

^ltitixdina.1 7ie 乎 eet) 6t丫故 
内

7?かg踣e

/ぐクグ ー スぐクク ス7 N3
逐、クク ー ク a
忌S — 々海〇 /夕 /涉

*50 —— 50 〇 /ク ゲ

個々の流域忆お ひては、廂量計玄各得羨帯の面頒％ IN您

月12 /ケの剧で・おいた。E•牙みな待個出みると、数ケの魁面］N兩 

蛍計のないこ匕渺"力、る妙あらケ°こ向らの斜海は阀量計玄おぎ 

12垣つ、、芝.力、、 たい所で、あって、こ熬らの斜面)。為・すろ降汤星は他:の 

韻皆リの雨量計公ら內牌キもの下ある。ヌ/力花の斜画て、は、 

翊特杉))!ろよりは衣し'康重計のあるごXhヽ、'・がるであらう。余分 

の雨崖計は席匝の困難な他の斜海の傾水谖セ決足すろためのちの 

て、あろ。

新じし、 測定御て、 なで、きるだ、 け斜面の申央］2雨璽計玄おし、た。各 

爾墮計は斛画怩直魚12斜立件せた。斜面ド急峻で、師屋計な直再仅 

おけぬようなXころわひくつカ、 あリ、さりの溢蚩計・は卩型の・莒渣 

ia /つは山の液線上忙おいて遹当な観測網会兜成した。

最初のものX次の莉・しし'覲測網は芙ばヨリ拜働いた。此の期间 

の観測績果玄比設してみる土、

(/J辞立爾擾計謝から計算兰沮た平灼流賊诡堡母•渲也のち 

のにょるより亥レ、。

<第)

(カ斜立国最計力、ら東め杉專函屋線図は、直立混璽計の荀泌 

ら、ら米め在あのよリあ尊下あろ。匱土国量帝の寶辫白、ら 

求めた等国童掠囲】2は、玮、洛,夜源坪が'、みら項るバ、こ 

浪は运立兩童卦の隔穏12沒差疔、 あるごXを証明してしIる。

浦 Gigs試焼地で、,刽•立雨咲齢"玄ヨ Wめたのは、 こ)性が、直 

立宙蛍卦•りも及くの爾並浦淀した炉らで、は米して括がつ左。ス 

卜ー厶Y反対方向12向ひていた肥逹計るは匱寸よ】)も»な 

い。Sが?つmM就験地千海堂社なおレ、.た斜面の多くな南面でお 

つ左。"して簽くのストー厶な南冷ろw杉。従.って斜立派蛍託｝''' 

直立浜壁菌•より多くの添麦つカ、さえた。北・リのストームの 

は、斜立爾量幵は直立兩皇朝・又、)商星ぶ、少な)、っお。直立南笛計 

の:ffi戻最の誤差は正又は踱のユY.もあるが、艺ういうN乏で、E甫 

量計疗、傾けであN> 巳芝はこ浪が、 帳消しにな刍。

正しくない観測値の補正

麻の睥リ方役な兩里敢の瓶度N阙する丽无を行っている回な、 

疲初の匱立肅璽計細の観測観膊は蓄積Wめ・てし、った。こ］Hらの餐 

料は水文學的解枸也芯用する浦田補正・此零である。直立雨崔訂 

はよる頤測値の禰正のZ方法は発展して(Z)瓦、エ、えら灯た。この 

丸、はおさ〃流域酎迎だ、けすしか便スない。か、告し直立雨量計エ斜 

立海童并の网係及び降雨の頌斜角拼わかってお"汎ば、ビこで、もこ 

の原理は兩用で竺る好おらう.直立雨量/の資浒禰正之知将しで 

喝7l功?/1&ヾ試験地)2次のよつな嬢匿S、木Tげら也た。ストー厶の 

状態め、用量計の旃好耄の阕蘇をもつX側U、く稀・究すW及、療疗・あ 

るx思、わ)nる、ところで、亙立田量計のあそと〇ろn斜立后理計を 

/3ヶ所対)2お、 いだ。ストームIfecUor玄決遂すろため伫Vectopln仍- 

oirieteYも試験地のあちこちにおい夫。

本報吿のー髭初］久が、庁、杉回販型のVectoplul/iom&te^は、理・の 

理のあの匕匕I)がえら双杉"君々ザ、按初rz便った拒而)隹国螢计は 

persの記したもの”改浪玄如えたもので、あった乎、摘造・阪I)
(3〇



あっかいが板雜好あったので、 もつx倍.•単な仕組公毒梁しれた(FL. 

以纱黑),Per のは4つのプリズよ生をした郭候籍宅のmのて、 

あったが、、 吾とは¥のだ们リに豆飾澳我板狭の曲つ左 せa.捉/ 

冲2型の曲管忍々っつけたmの之〃ワだ。曲唐は口雁孑讨あっ 

ぞ、タW茵の准12つけ石、ノケットに獄帶&奴付けてあリ、如。つ、' 

クはなしてある"X・して更直な、ロほ・コンおスの圍方位であわさ 

てあろ。各々の下)2円缱泌の水ためどおリ、むの不・狗Hz永之Xリ 

出すコックをつけてある。务A万う入った’史は、下のコッア山、ら 

殖して8吋兩斐訂用の潔・通访で測定丁る。この雀佢終兩•星計は、・ 

すえつけたら隣)Kの冰平l/'ectoY・が・仍/zろようになってし、 る。區 

兩の建直成分は、直立雨崔訓冬えられろ,若し险折の各成命◎わ 

がるzスト〜厶の方向、 かたむを护、 "様ぞ・あつZちガ、わっても、 

直立南後計の瀉堂う、ら長の函蛍之亦填づる。ピザでキる。若し国 

ドー衆の傾斜で一定の万向力、ら賠ってく巾・ぎ、 ストームは即滴の 

径路母並行で同万向の賊をもった兩墨井や測った雨蛍な舞しい奁 

さで楽めすこVドW芝ら。(万脇’/3 )

3)

F澎/3 ストームのザエ 7トル・によろ表現

若し两最計の鼬が為X歳工並行て' なし、 以宅は、 Xの痫短呈は兩 

と同朝の涼・蚩計が、丸たで、あろうてこうの彌暖母から計肆W粗ろ。 

たぎしこのN芝は、»の有劾面覆は、浜童前のtrを兩の熱Hz建前 

な平面12牧影した面癥vなる。若し雨X前墨折の就の若す向が・ 

で、あ«めすらと、阑魇計のロせ、為知平面のなす角は戶ヨあつく 

有効直福性、函谣歼のロ面顽は・s戶を幻、け在Wのだなる。かく

33)



して雨還計による彌j匠量の采艺・墮は雨)£囲を向けてじIる用堂針 

の浦眼屋のCos户倍】2な多"若しテを、ス・ームvectorの長艺 

とすnば、 雨-壁訐のMMTる童は、亍8&尸ビなら・即ちズトー 

A Vector キ兩量計の翩H2岌影した妥をになろ"

若しス!・ー厶が、一定の方血、傾刽启去も左ないXえは、均の伽/ 

睡 の數rit t分馴し、 各ph典 &おける兩墨Vector玄集め

て、 全ストーム玄表わすVecto Y並うろこめ:d'、、で、ぎる〇

Vector (D Mlは次々)2 Y,・质,苗/加スてい芝長初のVector 

の奏x最後の妾之續/,ぎVector rて、(叫,/?)表わ在讥ろoye - 

ctor知の放影は、Victorの我影の和に零しし、。厳吝するせゝ 

ストー厶Vectorの雨皇・計聃えの我、影長ADは兩逢計の联際］2埼、 

旋しあ童は等しいか。

雨の傾角一ストームの方向Wの针簞は、而ufc&deの求めお 

充によっで計算を沒る〇

彼の報皆は著者城ユの資料を辭布"中12歩さ浪有雑な手羽しして 

役立つさ〇

/&び别の計麻方法は次の瓯リ冬あろ.

R =禊準直立兩童計の捕捉昜

=ストームの至直或令

- •

> Ve,〇 top Iciv'iom et^r lz よる彌旋量

(Fie. 22 )
W ‘

i=滑の降る再麼(鋁巨妒らの)

ル=ストー厶の方向 ^

/V 一 S = R丸)
fxトー厶の,く平成分

E ー ルニ Rc)

6) James, Robert C. The Storm Vector, Its Measurement：, and (Zht?Iicdt；&fi 
to. Ra；?i f a/l. Tne^UYement. C研版’forest,但 R&n 才 e ヽ Exp、Scl.尸)逐 e 您 
report /9«ヾ(Type山r’teK]

(3-2)

ストー厶の方向の平均玄成"るごめ。 ^

ton in.= 您/R で・あり、同様ばtan / e = Re / R、 從って 

ta.n W = Re/R刀、 書芝疽すX南の平均傾料街を求める:？ X。

t3. ?i W = t&n ie/\7i t・汽 i = ^?t/p. cos W '
なみ、' Rn /仗 ta.71 i ?? : • t&7i i =島;彼",

スは td.n I ~ Wjn " 〇

南垣計のれ上の景初の痕覆のタト12、"ケのVedopliiV'i G m eter 

玄詞,験地ビ配囲した。こ制で異つ左高凌・、谷・頂上、斜画等 

いろいろの埸椅の添の方间傾斜筒の各成分之決定.で、乏るようにI 

た〇

3ヘク耳にわたるV ectop lav io meter 12よる観測賀群歩ら、い 

Nいろの埸所の/、疥、 わ§、リ、荡淋埸的"冬/’が、 囈うこめも止)かつ去.

”の頑向ちわ％、った。ストー厶の万间、雨の頒斜再尋の平周値 

を网け/幻二糸したC

(ヨく、)



地矽の影籍の少し'、官し、埸断は而る.V-7, Vー〃 の風の傾向は、 

試験遷尚の主風向芹痔妙らセにあるこめ之家している〇

他のVectopluvloTYieteY'のおいてあるxこうぞのストームの風 

宿!は、その地域の放ノ］ く理(drd.\7i^e type )玉反映してし、ろ" 

流域デ北東N用ひているZごろでは,ストームの方向は薛而であ 

っく、北而12流域の核っているxころは、輝栄で、 訪つ左。せまし、 

急峻な谷の口のような工ころは、流通の主方问あ空気が、流胆::む 

ノズルのような伽芝していろ.

通去・の兩憂観測紀殻の補、正龙玄

以耳回12わたり傑めら刑.た記餘の補正は、複雑というよ)))Hむ 

しろ労力が、 ぶがった。

FoUYCQcleの我之用い庫】を斜面にお、 ち右兩星玄、藍U屏璽社 

0黄料»、らストーム!/ecむ匕(の£よつズ衍第"た。

FguycToI. e の亥め!te /IX次の!g.i)てある。

K = R -t f< <5 tQ-Ti L cos (.G - W)----------- (//)

? 2 lc

r =區の房蛍値

代=直立南崔計の斓坦屋(浜蜜)

勿=測羹のある斜而の傾斜會

i二海の傾斜曽

8 =測实のある斜•面の方泣

ル=平均ストー&为向

(〃)凭拼いるいうの條件のところく、うまくっとえることを重 

矮米蛇う。况役あもは測实で、 測沮る。(及ンゝ'”は、試験地齿!2ぱ、 

らま拧肽た1ケ尚・の気象館測兼の風向、 風條のVectoplbi - 

V io me"Yの鴛消あら来底で芝る。(〃)究の如丸玄ストームの 

大握さを考慮して襖訶した。ヨ〜,耳)えわたモ斜立兩堂計X並び 

お炉)Kた直立雨竇計/3ケの賀羽を(ノ/J式戎適用してみた。色々な 

兩璽計の形・ストー厶の坦の釆す曲ヨク"の観測値|2ついでの例な

(3g)

求め七。解析は次のこめを知るよう)2設計した.

(/)濫立活谊窈レ斜、立两墨訐の篇泥最の差。

(刀益立肉愛針の贺料カ、 ら奠の网量之下OlCrcQ(捉の究を用い 

て算玳したヒきの超凌,

葭点兩昱計の斓髭堇の偏差

斤ノ,/5、!2•匱立海理計い斛立海璧針の阚・辰里の差を.添した.コ浪 

匕よるVご、 くわず’始の例玄徐いては.谷英は練の下1'2冬で、既立:

O6SER.VED Value of tilted catch ((ivch esj

财/, 科立海量計の実测爾璽エ、直立页堂計の雨垣妒ら 

斜主:取重訣の雨蛍を引いた疫Mの罔帝

雨屋計ド、 ほ?んビ将时斜立函塹奮 -’、よけ

ひく痛徒する2.Nを赤してい刍0/吋以下" の・)】'ストー厶で、 は、踵 

立兩裡哲の喋差はわす3、ユ％て、 ある。こ沮は本靛辫屮の2 %て' あ 

った。 ( Tab n )。大芝ほス、 ---厶で、 は斜立エ晅立ビの誤痘は〃、

は、刀％之なった。

(
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Tab. 2
雨量案測惹及バ、 計覃德(ストーム蔭級別)

宣立沮耄計の竇珥な禰正した、・ のrourc^de,式の狷段

已’グ、/ぐの・うにプ〇・、ソトしてみるあ、斜立・前竜計の值め、戸丸ー

(1) (//)丈:による。

ストー厶陛絕

K)

逐立爾蛍訐

胡I成)

吋

斜立雨度訂 

添量(T) 
讨

劉・在爾更敢U) 

稲洞鼬(r) 

讨

差

以一丁

%
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凡’牙・/6尸浴/寸«、 欠る、んの示を泡た有・並雨窶計の兩量卜ら 

斜立兩量司•の市量並Foitrcad巳の式、で窮眩し左我 

芝の効果

C3?)

全敵的なノヾラ、、ノキぶ、、水平朝它週じてみら双るい、こ担はズ丿］\ 

WまWまなストームセ蘋じで(の安がよく芝いているこXセ添し 

ている。

斜立兩蚩訣の逐料始ら計算千求めた値,V、覩測値はよ<対泥し 

ていろ。(Tab n)ター/吋のストームと芯しては、全隆浜回薮 

の/”为よリ少し、ド、 針・尊の捋衆では斐が々％てE立、斜立の舆測 

値の菱のN倍あった。

かように)|\ Wいストー厶のとWは直立、料女ビちらざカ大差蚣、 

ないCヌ虔立液量計の皆渕・を楠正してあ大して苍はない史いう落 

論好、 丸ら以た。

レカ、し卜ら、大乏なストームは对しくは、観測値玄福正した方 

拼よい。/ ～ぐ吋のストー厶ス、約洋令を占めている万、、斜立、直 

セの差がノ/%古あるのは著るしい。ごの埸合復立の玄禰正するら 

斜立Xの差はヨ%位Wなる。沮の人苦を臨海階級Wは、補正は更 

杉再効・、差は・ぐヘダ时のストー厶て、 は/%,ダへ以吋で、 は;2% 
はあ、ちろ。すヘタせのストームになるX着しし、’地表流下び、遂ろ。 

やして9へ仏吋緻ではしばしば、淡水が起る。このように、淡水凋 

狗、 水の旅恰の目的のために、流成甫通之易損るX芝、 巷し直立 

函璽外の楚W補正せず12佚うN悲しいこヒに不完全なこのX若る。

線 岳

函量の正確な測定は、南カリブオルニャの起代の及び 好"・ 

羿け2ノ山旅地方也おレ、では、 流域停涅の赫嵬セ、 削S、オー出注 

目しなrm ばならない-xぞ万つ右。從っで損な 仅’何混鼓麋瓶 

菸創該七汲右x芝、広い兩置凍測繽舟、、 有猫な霍誠な集めぞ％ら 

れ右。レカ、し薮個の術究冬、 普、 隨・の度立鬲登胡"下観測ざれた満成 

雨蜃の見禎けの潸袤眨疑同が、あな以始めた。

このため泊蚩測定)2弱する"建の折宛び、 行わ収な"ご疵ち〇款 

験の待果(/)亶丈函屋計は归くの腰準肉翟亦のあろ地面は舆隙だ 

落ちる師鬢圭正碇IN示芝角いが•'、 斜面は度国な郊立瀬墮阡は二い

(3の



线羿玄あなえてく肚ろ・,号)* X -わ一で/タけの萱立所量計をば 

らまい«作っな跷測偏の而蟹はこう：.N並1<おがMた/ダイの斜立派 

蛍针1そ义る観測絕の沔愛よI) /ぐ％# Sカ、つ杉,菖立浴愛計の測定 

便の不定分は.風のため也兩が、若しく、貌めにW泥る左めで•あらC 

こ如丹の ・析说・は 兩坦計な複庁屛面垸直匡12つけるビ云う疑しし、

観測耐之発座あせな。夷12率技験钮內の穗々・な地衫いXころで、 

直立及び、 辞宜海置計Q式多降海の:W淀覆”澳し、じ、 ろいス旳她鈴 

料ドえら沮た”同様12ストー厶の民•廷・方何)2関したくの知識幡 

報び禁めら讥.た。この肉数個の五斑におけろ直立科蜃計によろ濃 

初の跷測網は甑測玄続け、非褚Iつ皈更のはata、が集った。こ双ら 

の直立海麓計の須再ふ珍斐めめ灶た鬼履兩蛍を補正すらmヒは五む 

MrcRdoの貝:宏用いろこめ】0よつ之河能であっな。

山の向生斜面の頌斜等びめけリ又ストームの方向、 蹬南の傾斜 

會ぶ決定之沮2匕、而"cMe式で厚の曲憂万ゝ斜面い釦直12おぶ 

れw雨憂計のよみの計單万、ら半めら讽る。逝立並|N斜立の对之な 

した兩屋trの研宠・は、斜立雨量計の方ざ、、兩塹利知,吋但おいく、 

直立雨鎏茴より/夕％も奚くの洞玄痛握す名こビ玄示しおa同»、 直 

立兩堡针の賞混を弥境して求め切海蠻は、斜立爾頻FTの捕捉崔X 

/%の宛囲でよく 一致した。ユの折吭訂圓は爾カリフォル二マの 

山地】2お、 けるレインストー厶の降り为についての皆懿を与えてく 

心»靛験地IC隣る兩の入斜角は南式リで、普亶朝直より炉なI丿 
の會噸で落ちてくるこめさあ芝らかにおった。この入麻甬け風速 

の函数千ある。又傾辨地の派域12斜め12脩ってくる国は、銷直に 

たてた揩亜の国星詩"で、 直正しし、測定疥'で芝ないB Xを杨ぎらかに 

しだ。同時・也、直立雨重計だよる不星蕴は測臭のあろ斜面12直角 

|2匣更計をかたわけてや刍"Xで矯正で、笑右°

本研鬼ヰの廉理公が・りう・は、弛の地・方12ぢいても庇:用毛检ろ 

ベWで、 あろ〇
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